






































と背景を整理する。第 3 節では、紙幅の関係で １ 例だが、ある労
働者・家族をとりあげて変化の具体像を示す。最後に、若干の考
察を加えたい。
































調査年 項　　　目 合計 男 女
2011年 人口　（人） 557万7940
男女比　（％） 100.0 52.7 47.3
識字率　（％） 89.5 94.0 84.5
指定カーストの割合　（％） 10.7
指定部族の割合　（％） 1.2
2009/10年 人口に占める就業者の割合　（％） 36.0 54.4 13.7
従業上の地位　（％）　自営業者 52.9 53.6 49.2
　　　　　　　　　　常用雇用者 36.6 37.8 30.9
　　　　　　　　　　日雇雇用者 10.5 8.6 19.8
（出所）　 Govt. of India, Ministry of Housing and Urban Affairs （2018） web page, 












②　 宗教/カースト 6 については、 指定カーストやその他後進諸階
級など低位の社会集団出身者が多数を占めていた。



























































































指定カースト 68 36.0 18 40.0
指定部族 7 3.7 4 8.9
その他後進諸階級 62 32.8 16 35.6
その他ヒンドゥー 24 12.7 2 4.4
ムスリム 22 11.6 5 11.1
その他宗教 23 12.1 
分類不能 5 1.7 
教育レベル
非識字 29 15.3 9 2.0
初等 101 53.4 22 48.9
中等 35 18.5 9 20.0
SSC 13 6.9 4 8.9
後期中等 5 2.6 
HSC 3 1.6 
カレッジ以上 3 1.6 1 2.2
職業
販売 53 28.0 10 22.2
サービス 33 17.5 7 15.6
製造・修繕 39 20.6 9 20.0
運輸 28 14.8 8 17.8
建設・労務 36 19.0 7 15.6
（無職 4 8.9）
従業上の地位
常用 44 23.3 6 13.3
日雇い 40 21.2 10 22.2
自営業 105 55.6 25 55.6
（無職 4 8.9）
計 189 100.0 45 100.0
242
中等教育まで進んだが認定に至っていない者（ 8 年生か 9 年生まで）
が 9 名である。こうして、中途退学を含む初等教育レベル（ １ ～



























































には、自営業者の約 3 分の 2 が「お金」、半数近くが「良い立地」、

































得は高い。稼得者 １ 人の世帯の平均世帯所得は9202ルピー、 2 人
の世帯で １ 万2826ルピー、 3 人の世帯で １ 万6469ルピー、 4 人の










































１ 年生から 7 年生までの初等教育レベルが 8 名（26％）で、両者
あわせて 4 割弱に達した。つまり約 4 分の 3 がSSCに至っていな
かった。それでもカレッジ卒が 2 名、HSC （後期中等教育修了認定）
が 2 名おり、これらを含む約 4 分の １ がSSC以上の学歴だから、
親世代（前掲表 2 参照）に比べると明らかに上昇している。娘は 5





約 4 分の １ （ 8 人）がフォーマル・セクターに就業していたが、
常用は １ 名のみで、あとは請負、臨時、日雇の非正規雇用であっ


















認漏れ）。炊事スペース込みの １ 部屋だけ、 １ 部屋＋K （キッチン）





























数近くに達した。図 9 に示したように、「かなり上昇」が １ 名おり、
これを含む19名が上昇したと答えた。「ある程度下降」と答えた
者もいたが「かなり下降」はゼロ。答えたくないとの回答が １ 名
いて 3 分の １ が「変化なし」と回答した。また、子ども時代に比
べた場合の変化を問うと、図10に示したように、「かなり上昇」
































































ずつで、 6 人家族。妻は家事使用人である。 4 軒の家で働いてい
るが、うち 3 軒はアパートで １ 軒は一戸建。 2 軒がブラーマンの
家で、各 １ 軒がジャイナ教徒とその他カーストの家である。これ













































手をしている。給与は日給制で 8 時間までは日給320ルピー、 8
時間を超えると日給640ルピーになり、月に １ 万ルピーの所得だ
































































計。Govt. of India （2014）, p. 233.





















7  １ ルピー≒1.9円（2010年）、1.7円（2017年）。
8  アフマダーバードのCPI （工業労働者）で計算。2001年を基準年＝100
として、2010年 8 月が173で、2017年 8 月には274に上昇。Govt. of In-
dia, Labour Bureau （2018）.
9  アフマダーバードにおける普及プログラムについては、Bhatkal, Avis 
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